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研究成果の概要（和文）：　ジョン・デューイの「反省的道徳」教育理論がわが国の教育改革に与える影響を検
討するために、その可能性についての分析と考察を行った。第一の研究成果として、デューイの反省的道徳理論
の特徴の解明について取り組んだ。第二に、デューイの「反省的道徳」理論とL.コールバーグの「道徳性発達段
階」理論との比較分析を行い、両者の理論の共通点と相違点を解明した。第三に、わが国における20世紀前半と
後半におけるデューイ教育理論の受容と展開の系譜を解明することによって、21世紀のデューイ研究に求められ
る理論的実践的課題を「創造的民主主義」の観点から考察した。

研究成果の概要（英文）：  The purpose of this research project is to clarify the structure of John 
Dewey’s “reflective morality” with special reference to the role of reflective thinking and moral
 education. This project aims to search for the influence of the role of reflective morality upon 
the educational reform and school education in our country. It also promotes an inquiry into the 
impact of Dewey’s reflective morality upon the student-centered learning and moral education. A 
comparative analysis of the moral theory of Dewey and L. Kohlberg and a historical analysis of the 
acceptance of Dewey’s theory of reflective thinking in our country during the 20th century will be 
conducted.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　本研究は、ジョン・デューイの「反省的道徳」教育理論の特徴と課題を検討することにより、21世紀に求めら
れる探究教育理論を構築することを目的とする。この研究により、現代学校教育改革の焦点となっている「主体
的な学習」や「考え、議論する道徳」の理論や実践への示唆を、デューイの反省的道徳教育理論から得ることを
めざす。また、デューイの反省的道徳教育理論の特徴を明らかにするために、コールバーグの道徳性発達理論と
の比較考察や、わが国における問題解決学習理論の系譜を考察することにより、21世紀の探究教育理論の可能性
を探る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

本研究は、アメリカの教育学者ジョン・デューイの「反省的思考に根ざした道徳教育理論」

の特徴を考察することにより、彼が提案した反省的思考や問題解決を軸にした道徳教育理論や

教育実践が、わが国の現代教育改革における新たな道徳教育にどのような示唆を与えてくれる

のかを解明することをめざす。 

わが国におけるデューイの反省的思考の研究については、問題解決学習との関連で研究され

てきたものが多く、牧野宇一郎(1977)『デューイ教育観の研究』、杉浦美朗(2007)『真の知の教

育―デューイ教育学の再構築』、藤井千春(2010)『ジョン・デューイの経験主義哲学における思

考論』などがある。 

また、デューイの道徳教育理論についての最近の研究成果については、デューイの道徳授業

論、道徳指導方法、デューイ道徳理論の継承などの研究論文が日本デューイ学会編(2010)『日

本のデューイ研究と 21 世紀の課題』に掲載されている。 

デューイの道徳教育論と生きる力の関係を論じた、柳沼良太(2012)『「生きる力」を育む道

徳教育―デューイ教育思想の継承と発展』などがあり、現代道徳教育の転換についての研究が

進められている。 
 
 
２．研究の目的 
本研究は、ジョン・デューイの「反省的道徳」教育理論の特徴と課題を検討することによ

り、現代に求められる探究的な道徳教育理論の構築を目的とする。この研究により、現代学校

教育改革の焦点となっている「主体的な学習」や「考え、議論する道徳」の理論や実践につい

ての示唆をデューイの反省的道徳教育理論から得ることをめざす。 

また、デューイの反省的道徳教育理論の特徴を浮かび上がらせるために、コールバーグの道

徳性発達理論における思考力の役割との比較検討や、20 世紀初期と後期におけるデューイの問

題解決学習や反省的思考の受容と継承の系譜を分析することに取り組む。 
 
 
３．研究の方法 
研究方法としては、第 1に、道徳的状況における反省的思考のプロセスとその展開について

の理論的分析を行い、これまでの研究成果をレビューする。具体的な事例分析としては、『思考

の方法』や『論理学』の事例や、道徳教育の基礎理論としての『倫理学』における事例を取り

上げて検討する。これは「基礎的研究課題」である。 

第２に、デューイの反省的道徳教育理論と L.コールバーグの道徳性発達理論を比較研究する

ことによって、道徳性の発達や成長について両者の共通点や相違点を検討する。この取組み

は、デューイの反省的道徳教育理論の特徴を浮かび上がらせるために道徳性発達理論という対

照的な道徳理論を取り上げて比較考察する「比較思想的アプローチ」である。これは「応用的

研究課題」である。 

第３に、わが国におけるデューイの反省的道徳教育理論の受容と継承の系譜をたどること

で、21世紀のデューイ教育理論パラダイムの可能性を「創造的民主主義」教育の観点から再検



討する。20世紀初期と後期におけるデューイ教育理論の系譜を分析することによって、21 世紀

のデューイ研究に求められる理論的実践的課題を「創造的民主主義」の観点から展望する。こ

れはまとめとしての「発展的研究課題」である。 

 
 
４．研究成果 
ジョン・デューイの「反省的道徳」教育理論がわが国の教育改革に与える影響を検討するため

に、その可能性についての分析と考察を行った。第一に、デューイの反省的道徳理論の特徴につ
いては、2017 年９月に早稲田大学で開催された日本デューイ学会第 61回研究大会において本研
究課題に関する個人研究発表を行ない、2018 年に「デューイの『反省的道徳』論の現代的意義」
『日本デューイ学会紀要』59 号に掲載された。 

第二に、デューイの「反省的道徳」理論と L.コールバーグの「道徳性発達段階」理論との比

較分析の研究成果は、2018 年 9月に開催された日本デューイ学会第 62回研究大会において個

人研究発表を行ない、2019 年に「コールバーグによるデューイ道徳理論の評価についての考

察」として『日本デューイ学会紀要』60号に掲載された。 

第三に、わが国における 20 世紀初期と後期におけるデューイ教育理論の受容と展開の系譜を

解明することによって、21世紀のデューイ研究に求められる理論的実践的課題を「創造的民主

主義」の観点から考察した。その研究成果は、2020 年に出版された日本デューイ学会編『民主

主義と教育の再創造』（勁草書房）に「わが国におけるデューイ探究学習の受容と変容―20世

紀の問題解決学習から 21世紀の探究学習へ―」と「あとがき―21世紀の創造的民主主義と敎

育―」として掲載された。 
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